
 

 

 

一畑電車支援計画について 
 

このことについて、沿線自治体で構成する「一畑電車沿線地域対策協議会」

において、現行の支援計画（平成23年度～令和2年度）の事業効果を検証すると

ともに、令和３年度以降の支援計画の策定に向けた審議を重ねてきました。 

この度、２月９日に開催された一畑電車沿線地域対策協議会臨時総会にて「一

畑電車支援計画（令和3年度～令和7年度）」が承認されましたので、次のとお

り報告します。 

 

１．一畑電車支援計画（令和３年度～令和７年度）について 

【計画の構成】 

   第１章 現行支援計画の検証 

   第２章 次期支援計画の概要 

   第３章 支援による効果と今後の見通し 

   第４章 推進体制 

  

計画概要は２～１４ページを参照、詳細は【別冊】のとおり 

 

２．一畑電車沿線地域対策協議会の構成及び審議の状況 

（１）会長   島根県地域振興部長 

   副会長  出雲市長、松江市長 

   幹事   出雲市総合政策部長、松江市歴史まちづくり部長 

   事務局長 島根県地域振興部交通対策課長 

   顧問   島根県議会 一畑電鉄沿線議員懇話会代表（園山県議） 

出雲市議会 交通政策特別委員会委員長 

松江市議会 総合交通対策特別委員会委員長 

 

（２）審議の状況 

会議名 開催日 内容 

総会 令和2年8月8日 支援計画（案）の骨子について 

臨時総会 令和2年11月10日 現行支援計画の検証と今後の方向性 

臨時総会 令和3年2月9日 支援計画（案）について 【承認】 

 

会議名 開催回数 内容 

幹事会 ２回 次期支援計画（案）について 

担当課長会 ６回 次期支援計画（案）について 

 

全 員 協 議 会 資 料 

令和３年（202 1）３月１５日 

総 合 政 策 部 交 通 政 策 課 

報告 政１ 
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第１章  現行支援計画の検証            

１．現行支援計画（平成 23～令和２年度）の概要と実績 

（１）計画策定の経緯 

・平成 18 年度 「インフラ所有権を移転しない上下分離方式」による支援を開始 

・平成 23 年度 10 年間（H23～R2）の長期計画と、前期５年間（H23～27）の計画を策定 

・平成 28 年度 前期 5 年間の事業効果を検証し、後期 5 年間（H28～R2）の支援計画を策定 

（２）計画の主な内容 

① 計画策定時（平成 23 年度） 

鉄道施設の健全度調査結果等を踏まえ、施設整備に対する支援を実施する。 

分類 内容 時期（年度） 

線路 

 レール交換 

 マクラギ交換 

 橋梁改修* 

 法面改修 

 道床支持力向上対策 

 継目落対策 

左記のうち、健全度調査に
おける A ランク指摘箇所 

H23-27 

左記のうち、健全度調査に
おける B ランク指摘箇所 

H28-R2 

維持修繕（軌道補修、道床維持、除草等） H23-R2 

電路 

 電路設備の更新（吊架線の更新、架線柱の
OC 線化等）、変電設備の更新、信号保安
設備の更新（CTC 装置、継電連動装置*

等）、踏切保安設備の更新（踏切制御装
置、踏切制御用送受信機、遮断機等） 

耐用寿命を経過した機器類
等（左記） 

※優先順位の高いものから
実施 

H23-R2 

維持修繕（電路支持物補修、樹木伐採、電路設備・電力設備等の保守管理） 

車両 

老朽化の著しい 3000 系 8 両の更新 H25-27 

2100 系及び 5000 系 10 両の更新 H28-R2 

維持修繕（車両の定期検査、臨時修繕等） H23-R2 

 

② 計画の見直し（平成 24 年度） 

計画策定後の車両調査の結果、 

ⅰ）単車は、中古の出物がなく、中古を改造して単車にすることも技術的に困難であるため、新製が必要であること 

ⅱ）２両１編成車両は、運転台を有しない中間車両の中古しか見つからなかったため、更新経費が増額となること 

ⅲ）車両更新に伴い、新たに回生電力吸収装置などの施設整備が必要となることが判明した。 

このため、導入コスト抑制等の観点から、車両更新の対象を 18両から 10両へと変更し、残りの８両を車体修繕によ

り延命すること等を盛り込んだ、新たな車両更新の方針を決定（平成 24年 11月 16日）。 

これに伴い、10年間の支援総額（国費を含む）についても、約 59億円から約 61億円へと計画変更した。 

 

 
単車 ２両１編成 車体修繕 合計

H23支援計画 中古６両 中古１２両（６編成） － １８両（１２編成）

H24見直し後 新車４両 中古　６両（３編成） ８両（４編成） １８両（１１編成）

一畑電車支援計画の概要（令和３～７年度） 
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（３）事業の実施状況 

（ⅰ）予算執行 

① 鉄道施設の整備に対する支援 

（設備投資及び修繕の合計）                           （単位：百万円） 

設備 

区分 

前期 

(H23-
27) 

後期 (H28-R2) 
合計 

(H23-R2) H28 H29 H30 R1 R2 小計 

路線 949 158 142 140 226 177 844 1,792 

電路 1,123 180 178 277 205 285 1,125 2,249 

車両 741 492 497 71 75 101 1,236 1,976 

合計 2,813 831 817 488 506 562 3,205 6,017 

       

財
源
負
担 

国 678 222 214 61 83 90 670 1,348 

県 1,068 304 301 213 212 236 1,267 2,334 

松江市 374 107 105 75 74 83 444 817 

出雲市 694 198 196 139 138 154 824 1,518 

合計 2,814 831 816 488 507 563 3205 6,017 

R2 予算値であるが単位未満を四捨五入しているため、合計値が一致しない場合がある。 

 

② 鉄道施設部分に係る固定資産税相当額の助成  【前期 124百万円、後期 159百万円】 

 H23 H24 H25 H26 H27 計 

前期 20 20 28 28 28 124 

 

松江市 7 7 10 10 10 44 

出雲市 13 13 18 18 18 80 

 

 

 

 

 

 

③ 利用促進に対する支援【前期 64百万円、後期 30百万円】 

 H23 H24 H25 H26 H27 計 

前期 14 15 14 11 10 64 

 

定期券購入助成      9 9 8 8 8 42 

シルバー切符購入助成 2 2 3 3 2 12 

観光案内業務支援（※） 3 3 3 0 0 9 

その他 0 1 0 0 0 1 

 

 

 

 

 

段階的に一畑電車株式会社に移行していくこととしており、令和 2 年度を最終年度として支援を行った。 

 

 H28 H29 H30 R 元 R2 計 

後期 29 31 31 33 35 159 

 

松江市 10 11 11 11 12 55 

出雲市 19 20 20 22 23 104 

 H28 H29 H30 R 元 R2 計 

後期 11 7 6 4 2 30 

 
定期券購入助成      9 6 6 4 2 27 

シルバー切符購入助成 2 1 0 0 0 3 
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（ⅱ）事業進捗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画 2,600 ｍ

実績 2,637 ｍ

計画 14,526 本

実績 14,340 本

計画 14,700 ｍ

実績 14,381 ｍ

計画 38 箇所

実績 38 箇所

計画 38 箇所

実績 37 箇所

計画 2 箇所

実績 3 箇所

計画 54 本

実績 56 本

計画 88 本

実績 82 本

計画 42,000 ｍ

実績 42,000 ｍ

計画 4,716 ｍ

実績 5,597 ｍ

計画 696 本

実績 724 本

計画 3 台

実績 3 台

計画 2 基

実績 2 基

計画 5 台

実績 5 台

計画 2 箇所

実績 2 箇所

計画 9 駅

実績 9 駅

計画 9 駅

実績 9 駅

計画 6 箇所

実績 6 箇所

計画 14 区間

実績 9 区間

計画 21 基

実績 27 基

計画 10 台

実績 13 台

計画 154 台

実績 235 台

計画 47 台

実績 62 台

計画 18 台

実績 20 台

計画 13 局

実績 13 局

計画 20 基

実績 17 基

計画 4 両

実績 4 両

計画 6 両

実績 6 両

計画 8 両

実績 8 両

新造単車（7000系）導入

中古改造車（1000系）導入

車体延命修繕（2100系、5000系）

線
　
路

車
　
両

レール交換

マクラギ交換

道床強化

橋梁改修

橋梁塗装

法面改修

配
電
・
変
電
設
備

配電設備更新 5 台 100 ％

変電設備更新 2 基

12 箇所

100 ％

変電所系統設備更新 18 台 100 ％

150 ％

回生電力吸収装置新設 2 箇所 100 ％

2,858 本

142

箇所

4 両

6

8

97 ％50

両

100 ％

100 ％

両 100 ％

13 局

200 基

100

290 台

257 台

99 台

23 区間

93 基

13 台

9 駅

10 箇所

85 ％

132 ％

111 ％

本

1380 本

42,000 ｍ

42,000 ｍ

％

129 ％

130 ％

153 ％

100 ％

100 ％

64 ％

119 ％

104 ％

100 ％

踏切遮断機更新

踏切制御装置更新

列車無線更新

踏切警報機更新

104 ％

93 ％

100 ％

各駅伝送ﾕﾆｯﾄ更新

継電連動装置更新

停車場間軌道回路更新

信号機及び信号機柱更新

ＡＴＳ地上子新設

踏切制御用送受信器更新

電
　
路

電
線
路

信
号
保
安
設
備

踏
切
保
安
設
備

駅構内ビーム更新

架線柱コンクリート化

吊架線更新

配電線絶縁被覆

レールボンド交換

列車集中制御装置更新

100 ％50 箇所

42,231 ｍ 98 ％

本 99 ％65,700

設備総数
(R2.12時点）

101 ％42,231 ｍ

実施状況 進捗率

H23～R2年度
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（４）事業の効果検証 
一畑電車現行支援計画に基づく事業の効果について、後期計画（平成 28～令和２年度）から設定した評価指標（ＫＰＩ）を基に、 

次の①～④の項目により検証を行った結果、全ての指標において有意な効果が確認された。 

 

項目 評価指標（KPI）

Ｈ27 22 件

Ｈ28 13 件

Ｈ29 5 件

Ｈ30 18 件

Ｒ１ 8 件

Ｈ27 564 箇所

Ｈ28 515 箇所

Ｈ29 472 箇所

Ｈ30 436 箇所

Ｒ１ 399 箇所

Ｈ27 56 ％

Ｈ28 - ％

Ｈ29 63 ％

Ｈ30 61 ％

Ｒ１ 67 ％

Ｈ27 1,397 千人

Ｈ28 1,390 千人

Ｈ29 1,439 千人

Ｈ30 1,439 千人

Ｒ１ 1,449 千人

Ｈ27 47 百万円

Ｈ28 46 百万円

Ｈ29 47 百万円

Ｈ30 43 百万円

Ｒ１ 40 百万円

Ｈ27 86 百万円

Ｈ28 74 百万円

Ｈ29 79 百万円

Ｈ30 70 百万円

Ｒ１ 68 百万円

●利用者への満足度調査において「満足*」と答えた人の割合は、R元年度で67％となっ
ており、H27年度に比べ11ポイント上昇した。

●年間輸送人員は、単行車両の導入に伴う車両編成数の増加により、柔軟な運行が可能と
なり、北松江線と大社線のすべてが川跡駅で接続したため、利便性が大幅に向上した結
果、R2年度の目標値140万人以上に対して好調に推移した。

●老朽化した鉄道施設の更新が図られたことにより、年間の補修費が削減されたため、R
元年度における老朽化を原因とする修繕費は40百万円となり、H27年度に比べ7百万円
削減できた。

●車両更新により、車体の軽量化に伴う軌道への負担軽減や、旅客需要の少ない時間帯に
おける１両での運行、電力会社との単価引き下げ交渉を実施した結果、動力費と軌道補修
費のいずれも削減が図られ、R元年度（68百万円）は、H27年度に比べ18百万円の削減
効果があった。
●引き続き、R2年度目標（57百万円以下）の達成に向け、経費削減に向けた取組の継続
が必要である。

③柔軟な運行による利
便性の向上

④経費削減

イ．動力費及び軌道補修費の計
（R2年度目標：57百万円以下）

ア．一畑電車利用満足度調査において
「満足」と答えた人の割合
（R2年度目標：70%）

ア．老朽化を原因とする修繕費
（R2年度目標：41百万円以下）

イ．一畑電車の年間輸送人員
（R2年度目標：140万人以上）

②快適性（乗り心地）
の更なる改善

実績

①安全性の向上
輸送障害発生件数
（R2年度目標：10件以内）

揺れ検知箇所数
（R2年度目標：400箇所以内）

検証

●輸送障害の発生件数は、H27年度以降で概ね減少傾向にあるが、H30年度は、保安設
備である軌道回路装置の老朽化により故障が頻発したため増加となった。（R元年度まで
に補修済み）
●車両故障の発生件数では、H27年度から車両更新を開始したことにより、H27～R元
年度の５年平均は4.4件となり、H22～26年度の５年平均（11.2件）に比べて大きく減
少した。

●道床支持力向上対策やレール継ぎ目落ち改良等により、基準値以上の動揺値を検測した
箇所数は減少傾向にあり、乗り心地の改善が図られている。
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２．鉄道施設の健全度調査等 （１）令和２年度調査の結果 
 
線 路   調査機関：（一社）日本鉄道施設協会 

 

設 備 総 数 

Ｈ２２調査結果 Ｒ２調査結果 

Ａランク 

（早急に実施） 

Ｂランク 

（計画的に実施） 
計 

Ａランク 

（早急に実施） 

Ｂランク 

（計画的に実施） 
計 

レール 42,231m １箇所（25ｍ） ６８箇所（3,141ｍ） 
６９箇所（3,166m） 

※大半が継目部の欠損 
１９箇（2,170m） ３０箇（1,560m） 

４９箇所（3,730m） 

※大半が経年に伴う摩耗 

まくらぎ 65,700 本 指摘なし １７箇所（23 本） 
１７箇所（23 本） 

※全体的に高評価 
５箇所（15 本） １４箇所（33 本） 

１９箇所（48 本） 

※前回の高評価を維持 

道床 42,231m ８５箇所（1,100ｍ） １４４箇所（1,148ｍ） 
２２９箇所（2,248m） 

※軌道弱体化の最大要因 
７箇所（470ｍ） ９箇所（1,125ｍ） 

１６箇所（1,595ｍ） 

※前回より大幅に改善 

レール分岐器 
46 箇所 

（10 駅） 
指摘なし １箇所 １箇所（川跡駅構内） ６箇所 指摘なし 

６箇所（平田駅構内） 

※軽量分岐器のため全交換 

橋梁（本体） 94 箇所 １箇所 ７箇所 ８箇所 ３箇所 ６箇所 ９箇所 

橋梁（塗装） 50 箇所 １箇所 ３７箇所 ３８箇所 指摘なし １箇所 １箇所 

のり面劣化 12 箇所 １箇所 １箇所 ２箇所 １１箇所 １箇所 １２箇所 

主な総評コメント 

軌道弱体化の最大要因は道床であり、支持力不足が連続

するため、突き固め補修をしても十分な効果が得られてい

ない。 

また、レールの殆どが継目部での損傷であり、これがレ

ールのクセ等につながっている。 

これら２つの要因が相まって、補修しても直ぐに補修が

必要となる悪循環をもたらしている。 

長期的な修繕費用の低減を考えた場合には、レール継目

落ち対策と道床支持力強化を集中的・重点的に実施するこ

とが望ましい。 

なお、まくらぎは、一本ごとの損傷は散見されたものの、

全体として良く交換されており、今後も計画的に交換配置

していくことが望ましい。 

Ｈ２２調査における指摘箇所は、現行の支援計画に基づ

く更新・修繕により、着実に改善が図られている。 

軌道は、全体として、概ね良好な状態である。 

特に、道床交換、50kg レール化、ロングレール化、ＰＣ

まくらぎ化を通じて、安全性のみならず乗り心地の向上も

実現できていると考えられる。ただし、一部には経年劣化

が著しい箇所もあるため、計画的な交換・整備が望まれる。

特に、急な曲線区間ではその傾向が顕著であるため、重点

的・継続的な対策が望まれる。 

橋梁は、直近 10年間の中で本体が経年劣化しているもの

が一部あるが、架替までは要せず、いずれも部分補修で対

応可能であるため、計画的に修繕されたい。 

法面は、調査対象を前回２地点から今回 12 地点に増やし

ており、計画的に要注意箇所の改善を図られたい。 
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電 路   調査機関：（一社）日本鉄道電気技術協会 

 

車 両   調査機関：（公財）鉄道総合技術研究所 

主な総評コメント 

Ｈ２２調査結果 Ｒ２調査結果 

電線路、配電設備、変電設備ともに、いずれも厳しい

状況にあり、どれを優先して更新すべきか非常に悩まし

い。全てを一斉に取り替えることは不可能だが、一応の

優先順位は以下の通り。 

① 上空の電車線支持物は、損傷の激しい物から取替 

② 電柱は、さび等により強度低下している物から取替 

③ 布崎変電所の高圧配電用の開閉器の取替 

④ 電車線・吊架線は、損傷や摩耗の激しい物から取替 

⑤ 配電線の取替（絶縁被覆化） 

⑥ 布崎変電所の配電用予備変圧器及び系統設備の取替 

⑦ 遠方監視制御装置の取替  など 

Ｈ２２調査時に比べて、電線路、変電所設備（配電・変

電）、信号保安設備、通信設備いずれも、着実に更新が図ら

れており、安全性は大幅に向上していると考えられる。 

 しかし、一部には、昭和～平成初期に製造されて補修部

品の調達が困難な設備も少なからず残存しており、早急か

つ優先的に取替・更新が必要なものも含まれているため、

引き続き、計画的な更新が必要である。 

 なお、設備の保全に関しては、更新済み機器の内部は綺

麗で、現場機器の周辺も雑草がないなど、保全担当者の

日々の努力に敬服する面もあり、今後も継続されたい。 

車両総数 Ｈ２２調査結果 Ｒ２調査結果 

１８両 

(別途２両は会社管理） 

未実施 

※交通ジャーナリストとの意見交換を実施 

更新車両（新車） 更新車両（中古車） 延命修繕車両 

指摘なし（４両） 指摘なし（６両） 指摘あり（８両） 

主な総評コメント 

修繕費の増加や部品調達の支障を考えると、概ね 

４０数年を経過した時点に検討されるのが一般的。 

 

延命修繕をした鉄製の８両は、さび・腐食が進行してお

り、車体の新製が必要。その際は、デハ 7000 系のようなス

テンレス製車両の導入が望ましい。 

 
【参考】オーバーホール点検の結果（H30・R1 実施） 

 延命修繕計画の８両は、一般的な寿命が製造後 40 年程度とされてお

り、現行支援計画の見直し（平成 24 年度）の際は、当時の外観上の状態

を踏まえると、大規模修繕により 15 年程度の延命が可能ではないかとの

見立てであった。（→ 令和 17 年頃まで延命可能） 

  しかしながら、実際の大規模修繕に向け点検を行った結果、当初の見

立てよりも劣化が著しく進行しており強度の低下が懸念されることか

ら、10 年程度の延命に留まるのではないかとの見解であった。 

このため、遅くともＲ７～８年頃までには①再び延命修繕を施すか、

または②ステンレス製に変更するか、一定の判断を要する。 
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（２）橋梁構造物の耐震補強の必要性 

一畑電車の場合、大正３年（1914 年）の開業から 100 年以上が経過しており、安全輸送の根幹

をなす土木構造物について、鉄道施設の標準的な耐震設計基準（昭和 54 年基準）の適合状況を改め

て精査したところ、橋梁構造物 94 基のうち 49 基は、当該基準が策定される前に竣工したものであ

ることから、落橋防止対策などの耐震補強を行う必要がある。 

   ＜橋梁構造物 94基の内訳＞ 

種別 全体数量 「国鉄建設物設計基準」（S54 耐震設計指針）の適合状況 

高 架 橋  ８基 いずれも平成 11 年以降の建造であるため、S54 基準に適合 

橋   梁 ２１基 左記のうち 15 基は、S54 基準策定前の竣工であるため、耐震補強が必要 

函渠・暗渠 ２０基 いずれも地中構造物であるため、耐震補強は不要 

溝  橋
(※）

 ３４基 
左記の 34 基は、いずれも S54 基準策定前の竣工（大正～昭和初期）である

ため、耐震補強が必要           ※径間３m 未満の橋 

一畑電車外 １１基 島根県、松江市、出雲市の管理施設 

 

 

  

計画的な設備更新・維持修繕を実施してきたことにより、安全性の向上に加え、快適性（乗り

心地）やダイヤ利便性の向上、経費削減といった効果が着実に表れていることが確認された。 

特に安全性については、令和２年度鉄道施設健全度調査において「全般的に概ね良好な状態に

ある」旨の評価がなされていることから、計画期間 10 年間の中で大幅な改善が図られたものと

いえる一方で、経年劣化等が著しい施設も一部残存しており、「引き続き計画的な更新を図って

いくべき」旨の指摘もなされている。 

このため、今後も老朽施設の更新を継続する必要があることから、引き続き、令和３年度以降

の支援計画を策定する必要がある。ただし、上記の評価を踏まえると、全ての鉄道施設を計画対

象とするのではなく、年度毎の行政負担の平準化等を図っていく上で特に計画的更新が求められ

る大規模投資案件のみを対象とするなど、現行支援計画との違いを明確化することが望ましいと

考えられる。 

なお、大規模投資案件以外の、鉄道を維持していく上で定常的に必要な経費（レール・マクラ

ギ・電柱等の交換や維持修繕に係るもの）については、支援計画の有無に関わらず、今後も継続

的に支援していく必要がある。

 

まとめ 
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電線・電柱・踏切遮断機更新

定期検査外注費・材料費　等

【支援計画前を下回る水準】

定
常
的
投
資

 
線
路

 

 

 

 

電
路

　

　

　

　

車
両

（うち車両約11億円）

 ※ 利用者数の回復状況など新型コロナウイルスの影響を踏まえて随時検討

線
路
　
電
路
　
車
両

レール、まくらぎ、道床交換
排水設備改修・除草等維持修繕　等

毎年度
約2．5億円保守点検　等

　列車位置情報把握装置更新（13駅区間）
　運転指令制御装置ソフトウェア改修
　変電所設備更新・回生電力吸収装置増設　等

約4億円

車
両

　７０００系新型車両の導入（4両）※

　整備車庫設備更新　等

約12億円

（Ｈ28～Ｒ2）

線
路

大
規
模
投
資

　
線
路

 

 

 

 

電
路

 

 

 

 

車
両

緊
急
を
要
す
る
施
設
更
新
は
概
ね
終
了

　橋梁改修（耐震補強49基・塗装1基）
　法面改修（10地点11箇所）
　平田駅構内レール・分岐器の重量化　等

約2億円

電
路

【参考】　　　一畑電車次期支援計画（イメージ）

　　　現行計画（10年）　　61億円 次期計画案（５年）

前期5年 後期5年 　  約18億円
長
期
サ
イ
ク
ル
投
資
に
特
化

支
援
計
画
の
対
象
を

（Ｈ23～27）

橋梁塗装・法面改修 等
0.5億円

変電所設備更新・回生電力吸収装置

列車集中制御装置更新 等 9.3億円

７０００系新型車両の導入（4両）

１０００系中古車両の導入（6両） 等 15.8億円

継ぎ目落ち改良・レール、まくらぎ、道床交換

排水設備改修・除草等維持修繕 等 17.4億円

定期検査外注費・材料費 等

4.0億円

電線・電柱・踏切遮断機更新

保守点検 等 13.1億円
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